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種麹菌の 貯藏 に つ い て　（第 1 報） 湿 度条件 の 檢討

松 ⊥ 正 宣 　（株 式 会 社 樋 口 松 之 助商店研 究室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D 　緒　　　　　雪

　清酒，味噌 ， 醤油 の 醸造 に 当り製麹原料用 種麹 とし て使用 せ られ る米，麦類 の 昭和25年度農林省払下数量は 約

5，000余 石 a） とな つ て い る が，其 他 大豆 ，麩等 を合 す と相 当 多 量 の 農産 資 源 が 消 費 され て い る．

　種麹 は そ の製品が 生菌 で あ るた め極め て 不安定 な状態 を示 し，か つ 培養基 で あ る米麦類が その ま S乾燥製品 と

なつ て い る の で 本邦夏期の ように 高温多湿 の 下 で は製品の 吸湿 に よ る芽胞子 の 死 減及び雑菌の 侵害に よ る種麹菌

の 不良化が 相 当 多量 に の ぼ る 現 状 で あ る。

　種麹菌は米麦等 の 穀類 に 麹菌を培養 し約 100時間の 後，芽胞子 を完全 に 老熟せ し め た 上，天 日乾燥，人工 乾燥

等 に より水分 5 − 8％ 位迄乾燥せ しめ た上，通常紙袋詰 と し て製品化 し て い る．

　麹 菌の 貯蔵 に っ い て は PALEYL
’
） は 麹 菌芽胞 子 の 乾 燥 貯 蔵 法 ，　 GREENE ，　FRED3 ） は 士 壊培養法 ， 坂 口 氏 等

4〕

は 麹 ， 麹室 の 土 ， もろ み 等混 在 の 麹菌芽胞子の 耐久性に つ い て報告して い るが ， 種麹製品 の 貯蔵に 関す る報告は

み な い ．

　著者 は種 麹 菌 の 貯蔵 に 最 も影響 の 大 きい と考 え られ る 湿度 と芽胞子安定性 の 関 係 に つ い て 試験 し た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （u） 実 　　　　　験

　（1） 実験 の 方法

　e） 供試菌株

　実験 に 使用 し た菌株 は既報
5） に 明 か に し た黄 麹菌 5 株 を 用 い ，粗搗精内地 米の 蒸米 に 木灰 を 吸着 せ しめ そ の 50g

を 500ml マ イ エ ル コ ル ベ ン に 入 れ ， 蒸気 滅菌後各麹 菌 を 接種 しt27
− 28℃ に 4 日間 培養後 コ ル ベ ン よ り取出 し 2 日

間通 風乾燥 し た．

　回　貯蔵条件

　関係湿度 （以下 R ．H と略記 ） は鯨井氏
E：）

等 の 行っ た 硫酸濃度 を異 に す る デ シ ケ
ー

タ
ー

を用 い た．即ち R ・H

O − 100％ の 間 の デ シ ケ ーターに く／）の 種麹 を 口 経約 5．cm 高 さ 7cm の 白色広 口瓶 に 約 「cm 厚 さ位 に 入 れ ， 開蓋 の

ま S 保存 し た，貯蔵 温 度 は鉄 筋 コ ン ク リート内 に 作 られ た麹 室 内 に 貯 蔵 し た．こ の 室内 の 1 日 の 室温 は 変化 な く

1年 を通 じ最低 8℃，最高24℃ の 間 を ゆ るや か に上 下 す る．

　い） 芽胞子発芽力の測定

　供試種麹 の 安定性 は 雑菌侵害 の 有無，香 気 の 変化 等 を 調 べ た 後、芽 胞 子 の 発 芽 力 を測定 し た ．発芽力測定 は中

野氏等
7） の 行 つ た直接検鏡法 を modify し て行 つ た．即 ち 10

°
Bg 麹汁 を 用い ， 供試種麹 の 1〜2 粒 を麹汁試験管

内に 入れ振盪，30分放置後再 び よ く振 盪 し て芽胞 子 を分散せ しめ た もの を デ ッ キ グ ラ ス に 塗布 し，直ちに ホ ール

オ ブ ジ エ ク トグ ラス 上 に 倒置 し ワ セ リン で 四 囲 を 封 じ ，
30℃ に 5 時間静置発芽 せ し め，こ れ を 顕 微鏡下 で 観察 し，

発芽，未発芽の 芽胞子 数を計数し比率 を 出す．

　こ の 直接検鏡法が 最 も簡便 で 正確 と考 え られ るが，時 に は極端 な 数値 の 出 る場合 も多い ．今 1例 を示す と次 の

如 くで あ る．

　（貯蔵広 口瓶 の 各部分 9 ケ所 よ り一粒宛 を採 り行 つ た．実験末期 の 試料に つ い て 行つ た た め 数値は 低い ）．

　生存率％ ： 60535150
，
46

，
62．5664535861

　平均値　55・8％　限界46〜64％

　  　予備実験

　予備実験 として 次 の 5種類の 黄麹菌 を（1｝e）の 方法で 種麹 とし た．

　1） AsPergiltus　oび翩 8　WEHMER 　No．1 （酒酒用株）

　2）　　　 tt　　　 tf　　　　 tl　　 No ．31 （醤油用株）

　3）　Asp．　etyorae　　　　　　　　　 （K ．B）

4）　〃 　 〃 　 V… magnasp ・ru ・　 N 。・49 （味噌用株）
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5）　Asp．　 sojae 　SAKAGUCHI 　 et　YAMADA 　No ．55

縮 r発轍 蟀 はム
天

B
・ 1・・ で 万・し

た，

　A ＝一最初 の 生 存率％ ，
B ＝一定 貯 蔵時間

後 の 生存率％

　 コ ル ベ ン 培養種麹は37〜38℃ に 約20時間

電 熱送風乾燥機 で 乾燥 し た，

　乾燥前後 の 芽胞 子 生存率は 第 1表の 如 し．

　第 1表 に み る如 く出麹水分 は 著 し く多

く， こ れ は 原料蒸米 の 少 し軟か く蒸気殺

菌（2 回）時 に Condense 　water の 溜 る こ

第 1 表　供 試 種麹 菌（培 地 ．米 ）の 乾 燥 に よ る

　　　 芽 胞子 の 安定 性

菌株
No ．

12345

種 麹 水 分 （％ ）

出纜 後 陟 燥 後

54．6657

．4250

，3760

．8460

．00

6．235

．535

．883

．564

．60

芽 胞 子 生 存 率 （％）

出獪 直後

88，794

，586

．898

．094

．0

乾 燥 後 麌鑷藁
67．279

．573
．539

．073
，5

24．315
．915

、460

．221
．8

と，綿栓の 少 し 固か つ た こ と等が原因す る もの と考え られ る．

又 No ．4 株 は既 報
5） に 示 し た よ うに subculturc に よ り著 し く変異 し，白色長毛化 し芽胞孑形成力 の 著 し く低

下 し た大胞子株で あ るが ， 乾燥操作 に よ り60％ もの 芽胞子減少率 をみ た．

　こ の 風乾種麹菌 を（1〕回 の 方法で 4 ケ 月貯蔵し た結果 はag　1図に 示した （貯蔵温度 8 〜16DC）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 1図 の 結果 は R ・H50 ％ を示 し たが，　 R ・HO −・−leo％
　　　第 1 図　麹菌 （種麹）貯 蔵 中 の 奇胞子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に お け る貯蔵結果を み るに 次 の 如 し、
　　　　　　 生 存峯 （R ．H ．50％ ）

o
爵 擬繊 ，月3 3 4

　1） R ．HlOO ％で は 27日目，種麹は 吸湿 し て そ の 水分

26．8〜38．7 ％ と な り酸臭 を 呈 し ， 青 カ ビ 等 の Contami 一

nation を認 め ， 芽胞子生存率 は No ．4 は32％他は 5．7〜8．9

％ の 低下を認 め た．

　2） R ．H75 ％ は香 気，外観 4 ケ 月 に 至 る も異常 な く，

水分は27H 目7・67〜8・57％ で あつ た が芽胞 子 の 死 滅 は 相当

著 し か つ た．

　3） R ．HO ，25，50％ も大体 R ．H75 ％に 似 て い るが ，

O・25％は 貯蔵時 よ りも27日目僅か に 含水量は減少した．

　4） 変異の 著 しい 株は，こ の 場合乾燥貯蔵 に よ る芽胞子

の 死 滅は 著 し く，夊製 麹 中の 水分 の 多い 関係か一
般 に 芽胞

子 の安定 性 は低 か つ た．

　5） No ．4 株 は別 と し て 他 の 黄麹菌種麹 の 芽胞 子 の 安定性 は大体同 じ傾向に あ る もの と考 え られ る．

　〔3） 第 2 次試験

　予備試験で菌株 は健 全 な もの で は凡そそ の 芽胞子生 存率 は相似で あ るの で本試験で は一種類の 株を用 い ，供試

種麹 は 工 業 的 に 行 つ て い る麹 蓋 培養 を 用 い ，一部 コ ル ベ ン を併 用 し た．

　実験方法 は 前回同様 で あ るが試料 は最小 6 ケ 所か ら採取 し得 た 芽胞 子 生存率 の 平均 値 を求 め た，供試菌株 は

No．1清酒用株 1株を用 い た．

　供試種麹は麹蓋 を用い ， 出麹後30〜40℃ に 24時間風乾 した．こ の 種麹 の
一一
部 を50 メ ッ シ 篩 ｝こ か け米粒を除 き，

芽胞子 （菌糸混 在） と米粒附着 の ま S の 2 つ に つ い て 貯 蔵 を行 つ た，今回 は R ・HlOO ％ を除 き90％ を 作つ た．供

試種麹 の 通風 乾燥操俘 前後 の 芽胞子生 存率 は 次の 通 りで あ る．

　　出麹直後 ： 芽胞子生存率 95・0％　水分23・39％

　　乾 燥 後 ：　　 t／　　　 80．8％　 rl　 6．07％　芽胞子減少率15％

　貯蔵 15ケ月間の 芽胞子 生 存率は 第 2 図 に 示す如 し．

　 こ の 結果 R．．H90 ％ は 100％の 場合 と全 く同様 で あつ た の で 更 に 80，85％ R ・H に つ い て試験 した．供試種麹は

同じ くNo ・1 清酒用株 を用 い ， 麹蓋及び コ ル ベ ン 両培養種麹 に つ い て検討した．今回 の コ ル ベ ン 培養 に 当つ て は

可及的原料蒸米を放冷して一は蒸気減菌 1回 （A ）他はせ ず （B）に 培養後 30〜40 ℃ に36時間通風乾燥し ，
50メ ツ
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第 2 図　穫麹 薩 （酒酒 用 橡 ）跡 蔵 中の 芽胞 子 生 存傘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卜一一●弾月ひ 計 償
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．fO −−e 宇 rc 　w ．9．
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R．H ．So，8s「ffO’x．

1　 2　 3 6 f 12 Ti

シ の 篩に か け米粒 を除い た もの で R ．．H80
，
850／o 貯蔵試験を行っ た．

　供試種麹乾操処瑾前後の 芽胞子生存率次 の 如 し．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麹 　 蓋

　餌 麹直後芽胞子 生 存牽　　96．2％

　水 　　　　　5｝　　　　％ 　　　25．19

　乾繰 後 芽
．
胞 子 生 存 攀　　8L 　 3

　減　　　 少 　　　 寧　　 15・5

貯蔵 の 絃果 は第 2 図に 示した．

コ ル ベ ン A

92．7％
45，1376

．118

．0

コ ル ベ ン B

92．8％

38，4472

，222

．1

　以上 の 結果 に つ い て 考察す るに 大体次 の 様 な結論 を得 た．

　  予備試験 の 場合 と異 り本実 験 に 於 け る コ ル ベ ン に 培養 し た種麹菌芽胞 子 は安定度高 く， 予備試験 の と きと

異 る点 は 出麹水分が大分低 か つ た が ， 或 い は こ の 点が影饗 し てい るの で は あるまい か ， 但し麹蓋 で 壇養 した芽胞

子 の 方が少 し く安定疲 は 嵩か つ た （第 2 図は麹燕賠養穗麹 の み 記載した），

　  　R 。H90 ％ で は 100％の と き と同 様 2 ケ 月 目に は酸 奥 を生 じ，　 Gentaminati 。 n を受 け た．

　  　R ．H85 ，80％ で は 篩分芽胞 子 （菌糸混在） は モ グ サ 状に 吸 湿固織し，　 ng　1・こ85％ の もの は Contamination

も早か っ た、芽胞子 の 死滅は90％ と異り比較的安定 で あ るが吸湿甚だ し くて貯蔵条件とし て は極め て 悪い ．

　  R ．H75 ％ （実測 72％ ）以 下 の もの は 大捧 15ケ 月贈蔵後 も芽胞孑 の 生 命 は大体 10〜30％ が 失 わ れ る 様で あ る．

　  R．．H 　O ％ で H2SO4 （Sp 、gr．1．84） 使 用 デ シ ケ ーtt一ター一は CaCl2 使用に 比 し保穿性悪 く CaClu の 場合15 ヶ

月後 の 芽 胞 子発芽減少毒は le〜30％ に 比 し H2SQ4 は 40− 50％ で あつ た．こ れ は H2SO4 が徐 々 に 濃褐黒色 とな

り刺 戟 奥 を発 し て きた が ， こ れ に 起 因 し て い る の で は な い か と 考 え る．

　  全体に 亘 り米粒附着 の ま tsの 貯 蔵 よ り も芽胞 子 丈 け の 貯 臓 の 方が 5 〜三〇％ 芽 胞 子 生 存 性が 高 い よ うで あ る．

　  R ．H85
，
80％ 6 ケ 月後及 ひ 75％ ，

15ケ月 目の 芽胞 孑 の 発芽は蕉 常で は な く afeformed　 germinatien の も

　の が 多い ．供 試 麹菌が 長 い Subcultureの 下 に保存 して きた株で形態 的 1ζ椙当 deformationを起 して い るの で

確 実 な こ とは 分 らな い が R ・HO
，
25

，
50％ の もの で は deformed 　germination は 見 られ な か つ た （写真参照 ）．

　  以．．ヒの 点 か ら穩 麹 は R ．HO − 50 ％ で は 少 くと も15ケ 月位 は芽胞子 は 30％ の 減少 で 比較的 安全 に 貯蔵 で き

る と思われ るが芽胞子発芽率の 測定方法 ，
deformed 　grnnination等 ｝こつ い て は璽 に 検討す る必要がある，
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Germ 量nated 　COnidia 　of 　AsPergillus　o膿 α 8、（x450 ）

　　A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

G D

A ： ．storage 　f｛）r　i5　months 　at　R ．　H ．50％ （110rmal ）

B−D ・ st・ ・ag ・ f。・ 且5　m ・ nth ・ at 　 R ，　H ．75％ （d ・f・ ・m ・d）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（櫃） 納　　　　　論

飜 横 黼 ）を 15ケ 瀰 轡 の 湿麟 件で 8 磁 ℃ の 下 に 貯 蔵 し ， ＃ 胞 ・砌 安 蹤 を 測 定 した結歉 の 如し．
　（1） 特 に 変異 し て い な い 黄 麹 菌 の 芽 胞 子 生 存力は大体梱似 で あ る．
f2〕 種齲 贓 の 難 黻 は R ・H7 °％以下 て 8・°

／・ ee え る と吸湿 C ・ nt ・ m ・… i・ n し，9・％以上 で 髄 か 1、芽
胞子 は死滅した．

　（3｝ R ・｝｛25〜70％ 圭5ケ
』
月貯蔵 で 凡 そ30％芽胞子発芽減少率 を み た．

　C4） R ・H 　O ％ の 乾燥剤 と し て は Cenc ・H2SO4 よ りも CaCls の 方が よか つ た．
（5） 鱶 基 （こ の 場 P・米 ）鰭 の お よ りも麹 子 だ け の 方鞍 定齢 よか つ た（懸 爛 す る研 究 第 12報）．

（本 稿 は 穴 阪醗 造 学会 1955
，
io，玉5に 口 演 済 で あ る ）．

細 聴 磯 鱒 賜 つ t・覦 大 学高 瞰 授汰 鰍 学小 暾 授 に 灘 致 鳳 す．齢 鮟 雛 艪 恵 与下 さ つ た
食 隈 ，中 野部 長 に 深 謝 致 し ま す ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 夊 　　　　　 献
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・1297（王934）．　 4） 坂 、、，
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　 4・・ （19・3），　 6） 鮴 tJ、林，鳥
山 ： 理 研 彙報 ・ 2・ 105 （1923）・　 7） 囑 松浦 ・ 食 研 黼 ，第 3 号 ， 133 （195・）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭和 30
，
10

，
8 受 理 ）
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